
【　申請希望の奨学金　】

　※希望する奨学金に☑をしてください。応募資格のある方は，第２種及び第３種を同時に申請できます。
　
　☑　第２種（昨年度の家計状況で申し込める奨学金）を申請します。

　　※　法学部第２部生，通信教育部生，大学院生及び専門学校生は申請できません。

　☑　第３種（新型コロナウイルス感染症に係る奨学金）を申請します。

　　※　第３種を希望する学生は以下のいずれかに☑をしてください。
　　　☑　新型コロナウイルスの影響により，保護者又は学生本人の収入が著しく減少した（応募資格④-(1)）
　　　□　新型コロナウイルスの影響により，国の修学支援新制度に申請した（応募資格④-(2)）

年齢

22

（記述式記入欄）

　第３種（新型コロナウイルス感染症に係る奨学金）に申請する方のみ，以下の該当する項目がある場合は☑を
してください。
　□　「公的支援の受給証明書」（国等が新型コロナウイルス感染症の感染拡大による収入減少があった者を対象として

　　　実施する書類）を提出した者

　☑　見込み年収が２分の１以下（事由発生後の収入・所得見込みの年収が 昨年の収入・所得と比較した際）の者

　☑　学生本人のアルバイト等収入の減少した者

　日　本　大　学　学　長　殿

　以上の内容について，申請いたします。虚偽申請などの「奨学金の給付停止及び返還」の事項（裏面参照）に

該当した場合は，給付を受けた奨学金を返還することを誓約いたします。

本　人（自署）　　　日　大　太　朗　　　　　印

保証人（自署）　　　日　大　華　子　　　　　印

〇〇A〇〇〇‐〇

新型コロナウイルスの影響を受け，母親の収入が半額以下に激減しました。

　令和 ２　年　６　月　３０　日

※記入していただいた情報は，奨学金業務のための適正な範囲内で使用し，その他の目的には使用いたしません。
※印刷する際は，両面印刷をしてください。
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また，自分自身もアルバイト先から仕事減少の指示により収入が減少しました。奨学金がないと学業生活を送ることが

できないので，奨学金給付をお願いいたします。

日　大　一　朗 日本大学法学部 ４年

　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

（

本
人
を
除
く
）

　

就

学
　
者

続柄 氏　　名 在学学校名 学年等

兄

保証人住所

〒　963　-　1165　　　　　　　電　　話：　024　　―　　956 　―  ××××

　福島県郡山市田村町徳定中河原１－１－１
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続柄 氏　　名 年齢 職　　業（勤務先）

父 （離別） 　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　）

母 日　大　華　子 48 　　　　会社員　　　　　　（　(株)レイワ　　　　　）

本人現住所

〒　101　-　0074　　　　　　　携帯電話：　080　　―　0000　　―  ××××

　東京都千代田区九段南４－８－２４　日大マンション２０２号室

令和２年度  日本大学創立１３０周年記念奨学金給付申請書（第２種・第３種）

フリガナ 　　　　　ﾆﾁ　　ﾀﾞｲ　　ﾀ　　ﾛｳ 　昭和・平成　12 年　　5　月　1　日　生

氏　　名 日　大　太　朗 　　　男　・　女　　　　　　　（満　20　歳）

研究科・学部・短期大学部・専門学校名 学科・専攻 学年 学生番号

〇〇学科芸術学部 ２年

該当箇所に

○印

記入見本

本人・保証人ともに自署・捺印のこと。

同一人物が両方書かないこと。

印鑑も別々であること。

日

花日

主たる家計支持者に○印を

つけること

申請者本人が，家庭状況，学業への意欲などを記入すること。

父母がいない場合，事由を記入。（離婚の場合は

「離別」，死亡の場合は，「死別」）

記入日を入れること。

該当する箇所にレ印

（チェック）をつけること

申請する奨学金種類にレ印

（チェック）をつけること

兄弟等が多く，行が足りない場合は２行

書きにするなど工夫すること。



大学記入欄（記入不要）

【　応募資格　】　　申請する奨学金それぞれの全条件を満たすこと。

＜　第２種　＞

① 　日本大学学部（法学部第二部を除く）又は短期大学部（以下「学部等」という）に在学中の学

生（外国人留学生は除く）

② 　本奨学金の第１種又は第３種との併給は不可とするが，他の本学奨学金との併給は可能とする。

③ 　経済的理由により学費等の支弁が困難であり，父母の収入・所得金額（２０１９年分）を合算

した金額が以下の(1)又は(2)であること。

　なお，家族構成によっては，それに代わる主たる家計支持者の収入・所得金額（２０１９年分）

を合算した金額が以下の(1)又は(2)であること。

　　(1)　給与所得者の場合　　　　　　８００万円以下

　　(2)　給与所得以外の者の場合　　　３５０万円以下

④ 　最低修業年限で卒業できる単位を保有している者であること。

⑤ 　修学意志が堅固で優良な資質を持っていること。　

＜　第３種　＞

① 　日本大学学部（通信教育部を含む），大学院研究科，短期大学部（専攻科を含む）及び附属専

門学校の正規の課程に在学中の学生（外国人留学生は除く）

② 　修学意欲が堅固で優良な資質を持っていること。

③ 　新型コロナウイルス感染症の影響による減収により家計が困窮し，学費支弁が困難であること。

④ 　減収後の父母の収入・所得金額を合算した見込み年収が，以下の(1)又は(2)であること。

　なお，家族構成によっては，それに代わる主たる家計支持者の収入・所得金額の見込み年収と

する。

(1)　給与所得者の場合６００万円以下，又は給与所得以外の者の場合３００万円以下の者で，

 　「国の修学支援新制度（家計急変）」に申請（大学院生を除く）した者。

(2)　給与所得者の場合６００万円を超えて８００万円以下，又は給与所得以外の者の場合

 　３００万円を超えて３５０万円以下の者。

※(1)(2)ともに，次の(ｱ)(ｲ)(ｳ)に該当する者は，証明書類により，選考時に考慮 する。

(ｱ)　「公的支援の受給証明書」（国等が新型コロナウイルス感染症の感染拡大による収入

　　減少があった者を対象として実施する書類）を提出した者

(ｲ)　 見込み年収が２分の１以下（事由発生後の収入・所得見込みの年収が 昨年の収入・

　　所得と比較した際）の者

(ｳ)　学生本人のアルバイト等収入の減少した者

⑤ 　「国の修学支援新制度」に採用されていないこと。また，「国の修学支援新制度」又は「国の

修学支援新制度（家計急変）」に採用された場合は，本奨学生の対象とならない。

⑥ 　本奨学金（第１種）奨学生に採用されていないこと。また，本奨学金（第２種）奨学生とは重

複採用しない。

【　奨学金の給付停止及び返還　】

　　奨学金の給付を停止又はその給付を取り消して，既に給付した奨学金の全部又は一部を返還させる

　ことがある。

① 　休学又は退学したとき。

② 　学則に違反する行為があったとき。

③ 　操行が著しく不良となったとき。

④ 　虚偽の申請があったとき。

本　　人
＠　　　　　　×
＝

＠　　　　　　×
＝

父（その他１）
＠　　　　　　×
＝

＠　　　　　　×
＝

令和元年分 家計急変後

①給与所得者 ②給与所得者以外 ③給与所得者

母（その他２）
＠　　　　　　×
＝

＠　　　　　　×
＝

④給与所得者以外

応募資格・奨学金の給付停止及び返還


